
私たちは
家族を支援します

かんだ連雀
●特別養護老人ホーム  かんだ連雀
●高齢者あんしんセンター  神田

●神田居宅介護支援センター
●かんだ連雀  ホームヘルプサービス

●かんだ連雀  いつでもサポートサービス
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かんだ連雀では、「寄り添うケア」を
こころがけています。
「かんだ連雀」は、「特別養護老人ホームかんだ連雀」を中心とし、
千代田区より受託した地域包括支援センター「高齢者あんしんセンター」、
ケアマネジャーのいる「神田居宅介護支援センター」、
訪問サービスを行う「かんだ連雀ホームヘルプサービス」「かんだ連雀いつでもサポートサービス」
からなる、在宅から施設まで高齢者と家族を包括的、継続的にサポートする拠点です。

1946（昭和21）年度

1953（昭和28）年度

1960（昭和35）年度

1963（昭和38）年度

1975（昭和50）年度
1993（平成5）年度
1994（平成6）年度
2002（平成14）年度
2004（平成16）年度

2006（平成18）年度

2009（平成21）年度

2010（平成22）年度

2013（平成25）年度

2016（平成28）年度

2023（令和5）年度

終戦直後、路頭に迷う母子の救済のた
め、西多摩郡五日市町（現あきる野市）
に綱代母子寮を開設。
綱代母子寮の姉妹寮として、白鳥寮を
府中市に開設。
白鳥寮の一棟を保護施設（養老施設）と
して信愛寮認可。定員27名。
老人福祉法制定により養護老人ホーム
信愛寮となる。定員142名。
信愛泉苑開設。
府中市より府中市立あさひ苑運営受託。
信愛寮、緑町に移転。信愛緑苑開設。
神田居宅介護支援センター事業開始。
かんだ連雀特別養護老人ホーム（定員
55名）事業開始。
かんだ連雀高齢者在宅サービスセンター
デイサービス（定員15名）事業開始。
ショートステイ（定員5名）事業開始。
かんだ連雀在宅介護支援センター事業
開始（千代田区委託事業）。
千代田区営淡路町高齢者住宅生活協力
員受託開始。
神田地域包括支援センター事業開始（千
代田区受託事業）。
法人創立60周年シンポジウム「神田の
福祉」開催。
高齢者あんしんセンター神田（地域包
括支援センター）名称変更。
かんだ連雀ホームヘルプサービス事業
開始。
かんだ連雀いつでもサポートサービス
事業（定期巡回随時対応型訪問介護看
護事業）開始。
併設型短期入所生活介護事業廃止・特
別養護老人ホーム定員59名に変更
通所介護事業休止

多摩同胞会とかんだ連雀のあゆみ
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　かんだ連雀は、2004（平成16）年4月、千代田
区有数の老舗がある神田淡路町にオープンしま
した。住み慣れた地域への愛着と誇りを持つ住民
の方々が安心して住み続けられるように、さまざ
まな関係機関と連携し、質の高いサービスを目指
して歩んでいます。施設サービスは、都会にいな
がらも家庭的でゆったりとした時間の中で、その
方らしい暮らしを実現するために、専門のスタッ
フが日夜共同してサポート体制を築いています。

在宅サービスは、
高齢者あんしんセンターを神田地域
の総合相談拠点とし、ケアマネジャー、ホームヘ
ルプ事業所を併設しながら、地域に広がる大き
な支援のネットワークの中でさまざまなニーズ
にこたえています。また、1階ホールにおいて、町
会や社会福祉協議会のサロン活動、区の介護予
防事業等、地域の活性化のための活動が展開さ
れています。



安心できる
設備が整った
建物です。
老舗街に囲まれた、日の光を浴
び明るく、セキュリティーの
整った都市型施設です。 外観　都市型特養と在宅の「介護を受け

ながら生活する住まい」を目標とします。

多目的オープン・スペース　地域の皆
様とふれあい、情報交換できる場として
開放されております。
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最も困っている人々のいのちと生活を支えます

相談事業 在宅サービス

地域包括支援センター
おおむね65歳以上の方や、ご家族のた
めの総合相談窓口です。保健福祉サービ
スの紹介、福祉サービスの利用申込、介
護の方法、福祉機器の利用方法などに関
する相談や、日常生活上の困ったことや
悩んでいること、どこに相談したらよい
のか分からないことなど、何でもお気軽
にご相談ください。

居宅介護支援センター
介護支援専門員（ケアマネジャー）が、介
護保険の要介護認定の申請の代行や、
ケアプランの作成などを行っています。

サービス事業者との連絡や
調整なども行います。
介護保険のケアプランの作
成などについて、お気軽にご
相談ください。

ホームヘルプサービス
（介護予防）訪問介護

ホームヘルパーがご自宅を訪問し、身体
介護や生活援助を行います。

いつでもサポートサービス
〜定期巡回・随時対応型訪問介護看護〜

（地域密着型サービス）

ホームヘルパーがご自宅を訪問し、生活
に必要な支援を行います。

事務所・厨
ちゅう
房　縁の下の力持ち、365日

がんばっています。
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デイ活動室　レクリエーション活動の場です。家
庭的な雰囲気のリビングには、やわらかな光が差
し込みます。

浴室　家庭的な檜の個浴が2か所あるほか、ご利用者
の身体機能に応じて座ったままご利用できるチェアー
浴1台、寝たままご利用できる寝台浴が1台あります。
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滞在サービス

空床型ショートステイ
（介護予防）短期入所生活介護

一時的に家庭での介護が受けられない
ときに、短期間施設に滞在していただき、
介護や食事・入浴などの日常生活上の
支援を提供します。

入所サービス

特別養護老人ホーム
65歳以上の要介護1～5の方で、ご自宅
で介護を受けることが困難な方に入所い
ただき、介護や食事・入浴などの日常生
活上必要な支援を提供します。

（1フロア10名から17名での生活です）
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私はもう八十を過ぎたが、いまだに神田祭
の話になると胸が高鳴る。若い頃から町内
の神輿担ぎに参加し、仲間たちと汗
を流した日々は、今でも鮮明に
心に残っているよ。あの独特
の掛け声、太鼓の音、祭り囃
子が響く中で、地域の人々が
一丸となるあの一体感は、何
ものにも代えがたいものだっ
た。神田祭は、単なるイベントで
はないよ。地域の誇りであり、歴史
を背負った伝統なんだ。その中に自分が身を
置けたことは、私の人生における宝だと思っ
ている。今では神輿を担ぐ体力はないが、か

んだ連雀で半纏を着て沿道から声をかける
と、若者たちが笑顔で応えてくれる。それが

いつも楽しみなんだ。もちろんかん
だ連雀で、外出したりおいしい

ご飯食べたりできるのも嬉し
いさ。これからもかんだ連雀
で安心しながら、神田祭に関
わっていきたいよ。それこそ

が、私にとって一生の誇りだ。
そしてそれは、年を重ねるごと

に、より深く、強く、心に刻まれてい
くんだ。

江戸っ子の血が騒ぐ、神田祭こそ俺の生きざまよ
かんだ連雀ご利用者の声
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かんだ連雀では、管理職をはじめ、次長、
生活相談員、看護師、機能訓練士、ケアマネ
ジャー、地域包括支援センター職員、
管理栄養士、介護員、事務員など、
さまざまな専門職が連携し、生
産性の向上を目指して話し合
いを重ねながら日々取り組
んでいます。

ICT（Information and 
Communications Technolo-
gy：報通信技術）の導入と活用を
進めることで、職員の業務負担を軽減す
るとともに、業務全体の効率化を図り、より質

の高いサービスの提供につなげています。こ
うした取り組みを通じて、かんだ連雀を利用

される皆さまにとって、安心して過ご
せるゆとりのある快適な空間づ

くりを目指しています。

高齢者支援へのゆとりと生産性向上に向けて
ICT活動促進

かんだ連雀スタッフの声

私たち職員は、法人創設者中城イマ
元理事長の4つの信念を基本的な指
針とします。

法人の基本指針

利用者に深い共感をもつ
●いたみを分かちあう共感
●相手の立場に立つ共感
地域の方々に感謝する
●他者への感謝
●我以外みな我が師
●内部にあっては職員相互あるいはご利
用者への「ありがとう」の気持ち
水、電気などの資源を大切にする
●自然を大切に
●環境を汚さない
●自然の恵み、資源を未来につなげる
常に防災を心がけ火を出さない
●安心安全を常に心がける
●安全を脅かさない

1

2

3

4



かんだ連雀
都営新宿線「小川町駅」下車
●A3出口より徒歩（約3分）

東京メトロ丸の内線「淡路町駅」下車
●A3出口より徒歩（約3分）

JR「御茶ノ水駅」下車
●聖橋口より徒歩（約7分）
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法人事業一覧

〒183-0042
東京都府中市武蔵台1-10-1

042-367-8801
042-367-8802

honbu@tama-dhk.or.jp
https://www.tama-dhk.or.jp

社会福祉法人
多摩同胞会
事務局本部

042-596-0121　 042-596-0873
kizuna@tama-dhk.or.jp ●母子生活支援施設 網代ホームきずなきずな

〒183-0023
東京都府中市宮町1-50 くるる3階

042-354-8700　 042-352-2524
touch@tama-dhk.or.jp

●府中市子ども家庭支援センター たっち*
●府中市 ファミリー・サポート・センターたっち

042-368-3268
siratori@tama-dhk.or.jp

〒183-0042
東京都府中市武蔵台1-10-2

042-367-8881　 042-367-8822
shiratorisien@tama-dhk.or.jp

●子ども家庭支援センター しらとり*

●母子生活支援施設　白鳥寮

しらとり

〒183-0042
東京都府中市武蔵台1-10-4

042-366-0080　 042-362-8460
izumi@tama-dhk.or.jp

●特別養護老人ホーム 信愛泉苑
●高齢者在宅サービスセンター 泉苑ケアセンター
●府中市地域包括支援センター 泉苑*

泉苑

〒183-0006
東京都府中市緑町1-39-3

042-367-8080　 042-367-1012
midori@tama-dhk.or.jp

〒183-0011
東京都府中市白糸台3-40-6

042-407-8080　 042-407-8082
shiraitodai@tama-dhk.or.jp

●養護老人ホーム 信愛寮
●特別養護老人ホーム 信愛緑苑
●緑苑 居宅介護支援事業所
●府中市地域包括支援センター 白糸台*

緑苑

白糸台

〒183-0002
東京都府中市多磨町2-56-2

●府中市高齢者住宅 うらら多磨
●うらら多磨 ホームヘルプサービス

うらら
多磨

〈高齢者複合施設〉　（千代田区指定管理者）
〒101-0032
東京都千代田区岩本町2-15-3

03-5825-3407　 03-5825-3408
iwamoto@tama-dhk.or.jp

●千代田区立 岩本町高齢者在宅サービスセンター
●千代田区立 ケアハウスいわもと
●千代田区立 グループホームいわもと
●区民施設 多目的ホール、今川記念室　

岩本町
ほほえみ
プラザ

（府中市指定管理者）
〒183-0003
東京都府中市朝日町3-17-1

042-369-0080　 042-365-4683
asahi@tama-dhk.or.jp

●府中市立特別養護老人ホーム あさひ苑
●府中市立あさひ苑 高齢者在宅サービスセンター
●府中市地域包括支援センター あさひ苑*

あさひ苑

〒101-0063
東京都千代田区神田淡路町2-8-1

03-3252-8815　 03-3252-8816
renjaku@tama-dhk.or.jp

〒102-0074
東京都千代田区九段南1-6-10

03-3265-1165　 03-3265-1163
kagayaki.kanda@tama-dhk.or.jp

●特別養護老人ホーム かんだ連雀
●高齢者あんしんセンター神田（地域包括支援センター）*
●神田居宅介護支援センター
●かんだ連雀 ホームヘルプサービス
●かんだ連雀 いつでもサポートサービス

●千代田区立 かがやきプラザ相談センター *

*：受託事業
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